
 

 

主催 人間発達研究所           

後援 滋賀県／大津市      

 

テ ー マ 

対  象 

日  程 

開催形態 

 

参 加 費 

 

 

定  員 

申 込 み 

締 切 り 

 2,3歳頃の発達と障害 

 発達診断・発達相談に携わる方・携わろうとされている方 

 2023年11月4日（土）・5日（日） 

ハイブリッド開催 ライブ配信（Zoomウェビナー）と対面 

会場：コラボしが21（滋賀県大津市打出浜2-1） 

  一般 

人間発達研究所会員 

 人間発達研究所会員25歳以下 

13,200円 

11,000円 

  5,500円 

 

 

※1997年４月２日以降生まれの会員 

会場20名（先着順）・オンライン90名  

申し込みサイトから、もしくは専用申込書（郵便払込取扱票）にて 

10月20日（金） 

 

                                             

 問い合わせ  人間発達研究所  

        〒520-0052 滋賀県大津市朝日が丘 1-4-39 梅田ビル 3 階 

        TEL/FAX  077-524-9387  E-mail j-ih63su@j-ihd.com 

          

 
                                                                     

発達診断セミナーは、心理専門職が発達診断・発達相談や関連する諸科学について系統的に学

ぶセミナーです。今回のセミナーでは、２,３歳頃の発達の特徴を押さえつつ、この時期に大切

にしたいことを実践報告や研究の視点を通して考えていきたいと思います。 

 この時期は、自分のつもり（意図）がより明確になることで、自分なりのやり方や見通しをも

ってすごすようになっていきます。できることが増え、「ジブンで」したい気持ちが高まったり、

また実際に取り組む姿が豊かに発揮される時期である一方で、できないことへ強く不安を感じた

り、相手のつもりとぶつかり合って「イヤ」と拒否をしたりと、本人の思いの表出に対して、ま

わりはどう受け止めるかと悩ましい時期でもあります。 

今回のセミナーでは、この時期の発達に焦点をあて、本人たちが生活の中でじっくりとたっぷ

りと「ジブン」をふとらせていくことが、どのようにその後の発達を支えていく力とつながって

いくのかを学びます。また、発達の障害とはどのように現れ、捉えられるかについて、研究や事

例、実践をもとに学びを深めていきます。 

第 36 回発達診断セミナー 

＜心理専門職コース＞ 

 

人間発達研究所 



日程  
11月4日（土） 

9:30 開場・ZOOMウェビナー入室開始 

09:55 開会あいさつ 

10:00   

 

 

 ゼミⅠ ２,３歳頃の発達と発達診断 

滋賀大学教育学部 准教授  松島明日香さん 

12:00           

    休憩  

13:00  

 

 

  ゼミⅡ 親子がつながるための発達支援 

大津市役所 発達相談員 別所尚子さん 

14:30  

    休憩  

15:00 

 

 

  ゼミⅢ 子育て支援・障害児制度の変遷と発達保障 

NPO法人あいち障害者センター 理事長 近藤直子さん 

16:30 
 
 
 

11月5日（日）  

10:30  

 

 

 

 ゼミⅣ ２,３歳頃の表象の発達 

愛知県立大学教育福祉学部 准教授 瀬野由衣さん 

12:00  

    休憩  

13:00   

 

 

ゼミⅤ  青年・成人期の方の発達保障～2,3歳頃の発達に焦点をあてて～ 

社会福祉法人さつき福祉会 くらしの支援センターみんなのき 大西美佳子さん 

さつき障害者作業所  吉村博之さん 

 

14:30  

14:30 閉会  

※当日視聴できなかった場合、録画視聴もできます（11 月 11 日から 11 月 26 日を予定） 

  

 



講義内容  
 

ゼミⅠ ２,３歳半頃の発達と発達診断 
 

  このゼミでは、今回のセミナーのテーマに関わって、２,３歳頃の発達の時期の特徴と発達診 

断の方法について学びます。 

「可逆操作の高次化における階層－段階理論」における「二次元形成期」の位置づけについて 

お話しいただき、前の発達の時期からのつながりや、この時期を充実させていくことでその後の  

発達の姿にどのように結びついていくのかを考えます。また、この時期の特徴から見えてくる困 

難さや、発達診断の方法についてご説明いただきます。 

 

ゼミⅡ 親子がつながるための発達支援 
 

2 次元形成期をむかえる 2,3 歳頃は、自分のつもりが広がり、わかること、できることが増え

て、自分なりの見通しややり方をもつようになります。しかし、睡眠や食事などの生活面におい

て、乳児期の課題が続く子どもや、人とのやりとりの苦手さから、自分のつもりを広げにくい子

どもがいます。また、このような子どもの姿は、保護者にとっての育てにくさにもつながります。 

この時期の子どもへの発達支援や、保護者への子育て支援をどのようにしていけるとよいの

か、事例も交えてお話しいただきます。 

 

ゼミⅢ 子育て支援・障害児制度の変遷と発達保障 

 

このゼミでは、2024 年の児童福祉法改正に関わって、発達保障の立場から、これまでの制度

の変遷をお話しいただき、あわせて地域での支援や取り組みについて今後の課題や大切にして

いきたい視点をご講義いただきます。 

早期の子育て支援、児童発達支援センターの機能強化等、各種取り組みの拡充が求められる中、

それらを担う支援機関・支援者の立場として、それぞれの発達をどう理解して支え、保障するこ

とにつなげていくことができるかを考えます。 

（このゼミは録画による講義です） 

 

ゼミⅣ ２,３歳頃の表象の発達 
 

表象とは、今、ここにない対象を思い浮かべる機能です。代表的なものとしては言葉が挙げら 

れます。子どもは、1 歳半頃にしっかりと表象を保持できるようになり、2 歳代には、表象世界   

が豊かに拡大します。表象は、主体が「自由に扱える道具」という側面をもっていますが、必ず 

しも主体から独立したものではありません。特に遊び場面での表象は、身体ぐるみで、時に抑揚 

を含む言葉の肌触りの感覚と一体となったものとして現れます。 

ゼミ 4 では、このような点に着目しながら、2〜3 歳頃の表象の発達についてご講義いただき 

ます。また、子どもたちが、生活の文脈の中で、表象世界を楽しみ、他児とつながり合う様子に 

ついてご報告いただきます。 

 

ゼミⅤ 青年・成人期の方の発達保障～2,3歳頃の発達に焦点をあてて～ 

 

このゼミでは、発達的には 2,3 歳頃にある青年・成人期の方の、生活や労働、余暇、人間関 

係、集団、自己決定、「自立」等について学びます。成人期の実践は、高等部卒業から高齢期ま 

で長い年月を多くの支援者でつないでいくことになります。成人期の実践のなかで出会ってこら 

れたたくさんの方のなかから、その人らしさが深まっていく様子について、事例を挙げてお話し 

いただきます。 

 

 

 



 

 オンラインで受講される方へ                                        

 

・受講は Wi-fi の環境をおすすめします。 

・ZOOM（オンライン会議システム）のアプリを事前にインストールしておいてください。 

・スマートフォン・タブレット・パソコンの ZOOM アプリをご使用の方は、アプリの最新版に 

アップデートしておいてください。 

・ZOOM の基本的な使い方は、人間発達研究所のホームページから「ZOOM 利用マニュアル」を 

ダウンロードしてご確認ください。 

・接続テスト実施日時 10 月 29 日(日)10 時・19 時（各回 15 分間）※日程が厳しい方はご相談ください 

 

 会場で受講される方へ                                 

 

・会場（コラボしが 21）へは、なるべく公共交通機関をご 

利用ください。 

京阪電鉄「石場」駅より徒歩約３分 

 JR 琵琶湖線（JR 東海道本線）「膳所」駅より徒歩 

約 15 分 

・お車で来られる方 

会場の駐車場は入居団体用です。近隣の駐車場をご利用 

ください（有料）。 

 
 申込について                                       

 

申し込み方法は２通り 

① インターネット申し込みの場合 

右の QR コードか、研究所のホームページからお申し込みください。 

 折り返し確認メールが届かない場合は、ご連絡ください。  
 
② 専用申込用紙（払込取扱票）の場合 

・一人１枚ご使用ください。記載事項はもれなくご記入の上、 

受講料を郵便局からご送金ください。 

 

  ●いずれの場合も、払込手数料はご負担ください。 

●受講に使うメールアドレスをご記入ください。 

●@zoom.us と @eventpay.com からのメールを受信可能にしておいてください。 

●会場参加の方にも録画視聴の案内をしますので、メールアドレスをご記入ください。 

●職場から複数人での参加や公費でお申し込みの場合は、メールや FAX 等でご連絡ください。 

その際、必要事項（氏名・生年月日・所属名・メールアドレス）をもれなくご連絡ください。 

●受講料の現金書留での送付、申込用紙を利用しての会費の払い込みはできません。 

  ●テキストは全員事前に郵送します（10 月 27 日発送予定）。 

   

申し込み締め切り  10 月 20 日（金） 期日前でも定員になりますと締め切ります。 

特に出張で参加される方はゆとりを持ってお申し込みください。 

キャンセル 

・FAX・メールで研究所までご連絡ください。必ずキャンセル受付の返信をご確認下さい。 

  10 月 26 日（木）まで 全額をお返しします。 

  10 月 27 日（金）以降 申し訳ありませんが返金できません。 

 

同時入会もお待ちしています（年会費 5,000 円、25 歳以下 2,000 円） 

・同時入会で会員として受講できます。また会報紙や研究紀要をお届けします。  入会申込サイト 

（セミナー申し込みサイト） 

 


